
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県内のマダニ、ブヨの状況とその注意点と対策 

セミナー名 「人を襲う原因と対策」安全登山セミナー 主催：福井県山岳連盟 
発表者名 石畝 史（保健衛生部） 

開催場所 アオッサ（福井市） 

開催日時 平成２２年９月１２日（日） 

発表内容  福井県内に生息するマダニは、現在４属 13 種類確認されている。その
うち、病原体を媒介する可能性があるマダニは、シュルツェマダニ（ライ

ム病ボレリアを媒介）とヒトツトゲマダニ（紅斑熱群リケッチア：リケッ

チア・ヘルベチカを媒介）の２種類である。ライム病ボレリアを保有する

シュルツェマダニは、荒島岳、赤兎山、苅込池および部子山で、リケッチ

ア・ヘルベチカを保有するヒトツトゲマダニは荒島岳、経ヶ岳、冠山およ

び百里ヶ岳で確認されていることから、福井県のマダニの主な動時期であ

る５～７月に登山する際にはマダニ刺傷に注意が必要である。 
 主に西日本で発生している日本紅斑熱（福井県では発生していない）の

の病原体であるリケッチア・ジャポニカを媒介するマダニは、全国的な調

査で数種類確認されている。福井県ではそのうち最も有力とされるヤマア

ラシチマダニは確認されていない。キチマダニやフタトゲチマダニは生息

するものの、それらのマダニにおいて未だリケッチア・ジャポニカの保有

は確認されていない。 
 マダニ寄生の予防は、①登山の服装は、長袖・長ズボンなどで肌の露出

を少なくする ②マダニの衣服への付着が確認できる白っぽい服装をする

③ズボンや服の裾は開けたままにしない ④虫忌避剤は効果あり ⑤帰宅

後はマダニに刺されていないか調べる（刺されても痛みや痒みはない） ⑥ 
マダニを除去するときは、病院の皮膚科で外科的切除を受けるのがよい（自

分で無理に取ろうとしてマダニを掴むと、逆に病原体を人体に注入するこ

とになり、危険である） 
 
 
 
 

 
 
 


